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１・２下　題材別カリキュラム

■題材別カリキュラムについて
この資料は，年間指導計画の作成に必要な内容を記載しています。
地域や学校の実情に合わせた年間指導計画のご作成にお役立て下さい。

	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
［共通事項］との関連・
育てたい子ども像
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
心のもよう
（２～４）

絵に表す
	題材の目標：
自分の気持ちをいろいろな形や色で表すことを楽しみ，表し方や組合せを考え工夫して表す。

〔共通事項〕との関連：
材料や用具を工夫して表した形や色から，自分の気持ちを表すイメージをもつ。

育てたい子どもの姿：
「表したい」という気持ちをもち，自らに問いかけながら自分なりの方法で率直に表そうとする子ども。
	〇自分の気持ちをいろいろな形や色で表す活動への関心や見通しをもつ。
〇カード状の画用紙に，自分の感情や気持ちについて思い描いたイメージになるよう試しながら，形や色を考え工夫して表す。
○自分の思いがより表されるように，カードを並べたり構成したりして表す。
〇友人と作品を見せ合い，よさや面白さを感じ取る。
	（関）自分の気持ちを形や色で表すことを楽しもうとしている。
（想）心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
（技）絵の具や筆などの特徴を生かしながら，濃淡やにじみ，重なりや動きなどの表し方や，カードの組合せ方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品を見て，よさや面白さを感じ取っている。
◎（想）試し表す中から，心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
	教師・児童：新聞紙　など
教師：画用紙，段ボール紙，黄ボール紙，パステル，ローラー，ぼかし網　など
児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（６）自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。」と関連が深い。形や色で自分の気持ちを表すことは，今の自分を見つめ直すことでもある。直接言葉で表すことが難しいことでも，形や色を通すことで表現できることがある。



題材別カリキュラム表は下記の内容で構成されています。
1 ページ／題材名／配当時間／分野
・各題材の教科書掲載ページ，題材名などを示しています。
・配当時間は，学校や児童の実情に合わせて柔軟な取り扱いができるよう，基本的に幅をもたせて設定しています。
・分野は，学習指導要領に示された「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に表す」「鑑賞する」に該当する内容を示しています。

2 題材の目標
・各題材での児童の活動の目標を示しています。
3 〔共通事項〕との関連
・学習指導要領に示された当該学年の〔共通事項〕を踏まえて，題材における〔共通事項〕との関連を示しています。
4 育てたい子どもの姿
・題材に取り組むことで育みたい子どもの資質・能力について示しています。
5 主な学習内容
・児童の活動を中心として，授業の流れを追って示しています。

6 題材の評価規準の例／（◎は重点化の観点 ・ Aと評価する例）を設定しました。
・各題材の観点別評価規準の例を示しています。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）について記載しています。
・◎は，その題材で重点化してほしい評価の観点について「十分満足できる」（Ａ）の例を記載しています。
・評価規準例の略号は下記のとおりです。
　（関）：造形への関心・意欲・態度
　（想）：発想や構想の能力
　（技）：創造的な技能
　（鑑）：鑑賞の能力
※評価については，一つの題材だけでなく，複数の題材のまとまりの中で４観点をバランスよく押さえていくことが大切です。
以下に中央教育審議会・初等中等教育分科会・教育課程部会『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（平成22年3月24日）に関して，文部科学省のホームページより関連部分を転載しましたのでご参照下さい。
詳細は以下のサイトをご覧下さい。（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm）

（評価時期）
○授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価することが求められる（※７）。
「関心・意欲・態度」については，表面的な状況のみに着目することにならないよう留意するとともに，教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区切りの中で適切な頻度で「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価するなどの工夫を行うことも重要である。
（※７）平成20年1月17日答申においては「１単位時間の授業において評価の４観点（関心・意欲・態度，思考・判断，技能・表現，知識・理解）のすべてを評価しようとしたり，授業冒頭に「進んで取り組んでいるかどうか」をチェックし，チェック終了後授業に入ったりするなど評価のための評価となっている不適切な事例も見られる」との指摘がある。
7 主な材料・用具
・授業で必要な，主な材料や用具について，教師や児童が準備するものを分けて示しています。「教師・児童」と表記したものは，教師と児童それぞれが準備するものです。
8 関連
題材に関連する事項を示しています。必要に応じて幼稚園・保育所との関連，道徳との関連，他の題材との関連，他教科等との関連，中学校の学習内容との関連について分けて示しています。
・幼稚園・保育所との関連
小学校と幼稚園・保育所との学びの連続性を意識し，幼稚園教育要領，保育所・保育指針を踏まえ，幼稚園・保育園と低学年の活動内容のつながりを示しています。
・道徳との関連
道徳と特に関連が深い題材について，小学校学習指導要領解説道徳編を踏まえ，具体的な内容項目を示しています。
・他の題材との関連
他の題材と特に関連が深い題材について，具体的な内容を示しています。
・他教科等との関連
他教科や学級活動，学校行事などと関連を図ることができる題材について，各教科の学習指導要領解説を踏まえ，具体的な内容を示しています。
・中学校の学習内容との関連
小学校と中学校の９年間で一貫して資質や能力を育成する観点から，低・中学年からの積み重ねを基に，中学校学習指導要領解説美術編を踏まえ，高学年と中学校の活動内容とのつながりを示しています。また，技術科との活動内容とのつながりも示しています。
	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
〔共通事項〕との関連・育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
ひみつの
たまご
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
ひみつのたまごから出てくるものや生まれるお話を想像し，絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
ひみつのたまごの形や色からイメージをもち，出てくるものや生まれるお話を想像する。
育てたい子どもの姿：
自分なりの発想で考えてつくることを楽しむ子ども。
	○教科書に掲載されている参考作品を見て，どんなたまごからどんなものやお話が出てきたか，友人と話し合う。
○どんなひみつのたまごがあったら面白いか想像し，たまごをつくる。
○たまごから出てくるものや生まれるお話について想像しながら，形や色・模様をかき，切り取る。たまごの割れ方や飛び出し方も工夫しながら表す。
○自分や友人のかいた絵を見て，面白いと思うことや感じたことを話し合う。それぞれの作品のよさや面白さを感じ取り，気付いたことや思ったことを発表する。
	（関）ひみつのたまごから想像したことを絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）ひみつのたまごから生まれてくるものやお話を想像し，考えている。
（技）表したいことに合わせてかき方や身近な材料の使い方を工夫している。
（鑑）自分や友人のかいた絵を見て，想像したことを話し合い，互いの作品の楽しさや面白さを味わっている。
◎（関）自分なりの思いをもち，想像したことを絵に表すことを楽しもうとしている。
◎（想）ひみつのたまごから生まれるものやお話を，絵をかきながら次々に考えている。
	教師：画用紙，色画用紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
国語科においては順序立てて説明することが求められるが，絵に表すことでイメージの広がりをそのまま表すことができる。特に低学年においては表現を図画工作と国語科の両面から指導したい。

	p.10・11
ひかりの　プレゼント
（１～２）
造形遊びをする
	題材の目標：
光を通す材料の面白さに気付き，光を通して映る形や色の見え方や，見え方の変化を楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
光を通す材料を，実際に光にかざしながら並べたりつなげたりすることで変化する形や色の面白さをとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料に働きかけることで見え方が変わる面白さを感じ取り，様々に試していくことを楽しむ子ども。
	○光を通す材料を集め，材料を自由に選び実際に光を通して映る形を試す。
○材料を通して壁や床などに映し出される形や色の面白さに気付く。
○光を通す材料を組み合わせて色の変化に気付き，さらに活動を広げる。
○友人と，映る形や色などを見せ合い，面白さや楽しさを話し合う。
	（関）材料に光を通して形や色をつくりだすことを楽しもうとしている。
（想）映し出される形や色を変えるために，光の当て方をいろいろと試し，考えている。
（技）試した中から思い付いた形や色を表すために材料の使い方を工夫している。
（鑑）光の当て方を試しながら，映し出される形や色の変化に気付き，面白さを感じている。
◎（想）材料を組み合わせることによって映し出される形や色が変化することに気付き，さらに自分の思いに合うような形や色になるように材料を選んだり光の当て方を考えたりしている。
◎（鑑）視点が変わることで形や色の見え方も変わることに気付き，様々な方向から材料を見て感じ取っている。
	教師・児童：たまごパック，透明空き容器，ＣＤケース，セロハンテープ　など
教師：色セロハン，模造紙　など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「３-（３）美しいものに触れ，すがすがしい心をもつ。」と関連が深い。光を通して見える形や色の楽しさや，光という自然のもつ力の美しさに触れることができる題材であり，道徳の指導に生かすことができる。

	p.12・13
にぎにぎ　ねん土
（１～２）
立体に表す
	題材の目標：
握ってできた粘土の形から思い付き，手や指の感覚を働かせながら立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
握った粘土の形の面白さをとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
何度も試しながら材料に働きかけることを楽しむ子ども。
	○教科書を見て，題材の活動イメージや「にぎにぎ」の仕方について，見通しをもつ。
○握った形を基に，ひねり出したりつまみ出したりして，自分の気に入った形にしていく。
○作品を友人と見せ合い，形の面白さや，感じの違い，工夫したことなどについて話し合う。
	（関）粘土を握った形から思い付いて立体に表すことを楽しもうとしている。
（想）握ってできた形から自分の表したいものを思い付いたり，つくりながら新しい形を考えたりしている。
（技）握り方を変えたり，つまみ出し方やのばし方を，工夫したりしている。
（鑑）感じたことを話したり，友人の話を聞いたりしながら，作品の楽しさや面白さに気付いている。
◎（技）握り方を変えたり，つまみ出し方やのばし方を，自分の思いに合わせて工夫している。
	教師・児童：粘土板
など
教師：土粘土，霧吹き
など
児童：油粘土，雑巾
など
	他の題材との関連：
１・２上では粘土をひも状にする活動からイメージを広げたが，ここでは握った形からイメージを広げ，つまみ出しやひねり出しという技法を使って表していく。３・４上p.12・13「切ってかき出しくっつけて」（立体に表す）においてかきべらや切り糸，３・４下p.12・13「立ち上がれ！ねん土」（立体に表す）でのし棒の使い方を学び，５・６上p.34・35「使って楽しい焼き物」（工作に表す）の陶芸へとつながる。

	p.14・15
ざいりょうから　ひらめき
（２～４）
絵に表す

	題材の目標：
集めた材料の形や色，質感などの特徴を生かし，組み合わせたり加工したりしながら絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな材料の形や色，感触から表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
対象の特徴をとらえ，自分の発想や表現に生かしていく子ども。
	○集めた材料を触ったり，並べたりしながら表したいことを考える。
○材料を切ったり組み合わせたりするなど，様々なことを試しながら思い付いたことを絵に表す。
○さらに材料を加えたり，描画材を用いてかき加えたり，自分なりの表し方で思いを深めていく。
○友人と作品を見せ合い，工夫したところなどを話し合い，互いの感じ方や表し方のよさを味わう。
	（関）集めた材料を使って絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）材料の感じから表したいことを考えている。
（技）材料の感じを生かし，組み合わせたり加工したりして表し方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，材料の使い方や表し方の面白さを感じ取っている。
◎（想）材料の感じから表したいことを見付け，形や色，質感を生かすことを考えている。
	教師・児童：ひも・布・綿・ビーズ・ボタン・ストロー・木片・ペットボトルキャップなどの身辺材，包装紙　など
教師：画用紙，色画用紙，厚紙，共同絵の具，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他の題材との関連：
集めた材料はp.32・33「すてきなものいっぱい」（鑑賞する）などで活用できる。身近な材料の鑑賞は，それ自体の面白さに気付くとともに，表現活動で活用することもできるので，低学年のうちに十分に味わわせておきたい。

	p.16・17
しんぶんしと
なかよし
（１～２）
造形遊びをする

	題材の目標：
新聞紙という大きな紙の質感や特徴を体全体を使って味わい，広げたり破いたり丸めたりして形を変えながら思い付いた形をつくる。
〔共通事項〕との関連：
体全体を使って新聞紙にかかわる活動を通して，紙の大きさや変化した形に気付き，自分のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
限られた材料でも工夫することでいろいろなことができることを知り，新しいことを見付けるために繰り返し試す子ども。
	○新聞紙を並べたりつないだり，破いたり丸めたりしながら，紙の大きさや特徴を体全体で感じ取る。
○紙の感触を味わいながら，思い付いたものをつくる。
○できた形や作品を互いに見せ合い，変化した紙の面白さや材料の感じについて，友人と話し合う。
	（関）新聞紙に体全体でかかわることを楽しもうとしている。
（想）新聞紙の特徴を生かしながら造形的な活動を思い付いている。
（技）新聞紙の並べ方やつなぎ方，破り方や丸め方などを工夫している。
（鑑）新聞紙にかかわることで，形や感触が変化することを感じ取るとともに，変化する形の面白さを味わっている。
◎（関）新聞紙に体全体でかかわりながら新しい形をつくりだすことを楽しもうとしている。
	教師・児童：新聞紙，セロハンテープ　など
教師：粘着テープ
など
	他の題材との関連：
大きな紙に全身でかかわりその特徴を体で感じることで，p.20・21「くしゃくしゃぎゅっ」（立体に表す）やp.40・41「つないでつるして」（造形遊びをする）において，紙の特徴を生かした活動が期待できる。使用後の新聞紙は「くしゃくしゃぎゅっ」において中に詰める材料としても活用できる。
また，新聞紙を身にまとい自身が変身する行為はp.22・23「わっかでへんしん」（工作に表す）へとつながる。

	p.18・19
たのしかったよ　ドキドキしたよ
（２～６）
絵に表す

	題材の目標：
毎日の生活の中で楽しかったことや頑張ったことなどを絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
毎日の生活の中で心に残った出来事を通して形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
生活の中で心に残った出来事やその時の感じを表していく楽しさを味わう子ども。
	○毎日の生活の中から，楽しかったこと，ドキドキしたことなどを思い浮かべ発表する。
○自分の楽しかったこと，ドキドキしたことなどを，その時の様子を思い出しながら絵に表す。
○友人と作品を見せ合いながら，楽しかったこと，ドキドキしたことなどをどのように表したのか紹介し合う。
	（関）生活の中で楽しかったことやドキドキしたことなどを思い出し，その時の感じを楽しく絵に表そうとしている。
（想）生活の中で心に残った出来事やその時の感じを基に，表したいことを考えている。
（技）心に残ったことを自分なりに表すために，形や色を工夫している。
（鑑）友人と絵を見せ合いながら，表したかったことや表し方の工夫を話し合っている。
◎（技）心に残ったことやその時の感じを自分なりに表すために，形や色，大きさなどを試し，工夫している。
	教師：画用紙，色画用紙，共同絵の具，割りばし　など
児童：クレヨン・パス，サインペン　など
	他教科等との関連：
生活科での活動や学校行事，学校生活の中からも表したいことを見付けられるようにするとよい。また国語科でも作文に表す活動が考えられるが，言葉よりも絵に表す活動において，より思いを伝えることができる児童がいることに留意したい。

	p.20・21
くしゃくしゃ
ぎゅっ
（２～４）
立体に表す

	題材の目標：
くしゃくしゃにした紙を膨らませたり，ねじったり，しばったりして形を変えることを楽しみながら，お気に入りの「友だち」をつくる。
〔共通事項〕との関連：
紙をくしゃくしゃにする感触を楽しみながら，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料の特徴を生かしながら，形を変えていくことやつくることを楽しむ子ども。
	○紙をくしゃくしゃにして，感じの変化を味わう。
○紙を袋状にし，中にシュレッダー紙や新聞紙を細かくちぎったものを入れて抱きしめ，お気に入りの「友だち」をつくることに関心をもつ。
○袋のいろいろなところをねじったりしばったりして形を変え，くしゃくしゃにした紙の感じの変化や，その紙を基に「友だち」をつくり，思いに合った「友だち」になるように，顔などをかく。
○つくった「友だち」をぎゅっと抱きしめてよさを感じ，どんな「友だち」をつくったのか，友人と話し合う。
	（関）くしゃくしゃにした紙の感じの変化や，その紙を基に「友だち」をつくることを楽しもうとしている。
（想）紙に働きかけることで生まれる形から，自分の好きな「友だち」を見付けている。
（技）膨らませ方を考え，紙を中に入れる具合や，袋のしばる位置やしばり方を工夫している。
（鑑）できた作品を友人と紹介し合ったり，交換して抱き合ったりして，楽しさを感じ取っている。
◎（想）のばしたりしばったりと，袋状にした紙に何度も働きかけることで自在に形を変えることを楽しみながら，自分なりの形を見付けている。
	教師・児童：紙袋，新聞紙，輪ゴム，ひも，リボン，モール　など
教師：クラフト全紙，シュレッダー紙など袋に入れるもの，共同絵の具　など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	他の題材との関連：
p.16・17「しんぶんしとなかよし」（造形遊びをする）において大きな紙に触れる活動を十分に行うことで，抵抗なく活動に入ることができる。また，中に詰める紙も活動後の新聞紙を活用することができる。

	p.22・23
わっかで　へんしん
（２～４）
工作に表す

	題材の目標：
画用紙の丸め方や，材料のつなぎ方を工夫して，身に付けて楽しく変身する飾りをつくる。
〔共通事項〕との関連：
輪に付ける飾りの形や色から，自分を変身させるイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分の表現を楽しみ，積極的に友人に見せたり，発表したりする子ども。
	○細長い画用紙を輪にして，身に付けることができることを知る。
○細長い画用紙を体のサイズに合わせた輪にし，ホチキスでとめる。
○自分が変身したい姿をイメージしながら，輪にいろいろな材料を付けたり，かいたりする。
○変身した姿を友人と見せ合い，どこがすてきか話し合う。
	（関）画用紙や身近な材料を使って変身する飾りづくりを楽しもうとしている。
（想）何に変身したら楽しいかを想像しながら飾りの形や色を考えている。
（技）表したい飾りになるように材料の使い方を工夫している。
（鑑）作品を身に付けて見せ合い，友人と話し合いながらよさや工夫に気付いている。
◎（技）表したい飾りになるように材料の特徴を生かしながら，使い方や接着の仕方などを工夫している。
	教師・児童：セロハンテープ，ホチキス　など
教師：輪ゴム，ひも，リボン，モール，色画用紙，色紙，カラーポリ袋，木工用接着剤
など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
生活科における発表会や秋祭り，学習発表会などの際の衣装として本題材で学んだことを活用することができる。

	p.24・25
とろとろえのぐで　かく
（２～４）
絵に表す

	題材の目標：
指や手で思いのままにかくことを楽しみながら思い付いたことを，表し方を工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
指や手でかくことで生まれる形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
感触や色など材料の特徴を感じ取り，それを生かし発想することを楽しみ，表現に結び付けていく子ども。
	〇とろとろの絵の具をつくり，指や手を使って絵に表す活動への関心や見通しをもつ。
〇思いのままに指や手でぬったり，かいたりすることを楽しむ。
〇いろいろ試しながら思い付いたことを，表し方を工夫して表す。
〇題名を付け，作品を紹介し合う。
	（関）指や手で思いのままにかくことを楽しもうとしている。
（想）試しながら生まれてくる形や色を基に，自分の表したいことを見付けている。
（技）指や手で思いに合う表し方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品や活動のよさや面白さを見付けている。
◎（関）指や手の感覚を働かせて絵の具をつくり，思いのままにかくことに関心をもって取り組もうとしている。
◎（想）試しながら生まれてくる形や色を基に，表したいことを見付け，かき加えながらさらに想像を広げている。

	教師：画用紙，黄ボール紙，段ボール紙，共同絵の具，液体粘土，絵の具を入れる容器やカップ　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，汚れてもよい服装，雑巾　など
	他の題材との関連：
３・４下p.28・29「トロトロ，カチコチ・ワールド」（立体に表す）と関連を図ることができる。
液体粘土に初めて触れる本題材で，その特徴を味わわせることで，活動への抵抗をなくすことができる。

	
	
	
	
	
	

	p.26・27
まどを　ひらいて
まどから　こんにちは
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
カッターナイフで紙にいろいろな切り込みを入れてできる窓が開く仕組みを使って，思い付いたものを表す。
〔共通事項〕との関連：
窓が開く仕組みから生まれる形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
新たな用具を意欲的に使い，自ら工夫してつくることを楽しみながら想像の世界を広げる子ども。
	○教科書を参照しながら，カッターナイフの使い方を知る。
○家や窓の形，窓の開き方や窓の中に見えると楽しいものを考える。
○カッターナイフで窓を開いたり，家の形に切ったり，中の様子を後ろから貼ったりする。
○家を台紙などに貼り，周りの様子を工夫してつくる。
○つくったものを友人と見せ合い，自分や友人の作品の工夫したところなどを話し合う。
	（関）カッターナイフを使って窓のある家をつくることに取り組もうとしている。
（想）楽しくなるような窓の形を思い付いたり，窓から見えるものを考えたりしている。
（技）思い付いた窓の形をつくるために，用具や材料の使い方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，窓の形や家の様子の面白さを感じている。
◎（想）楽しくなるように家の形や周囲の様子を考えている。
◎（技）思い付いた窓の形や開き方をつくるために，材料・用具の使い方を工夫している。
	教師：色画用紙，画用紙，色紙，カッターナイフ，カッターマット　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，色鉛筆，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
カッターナイフは生活科などでも活用する用具である。図画工作の活動において正しく安全で適切な扱い方を身に付けることで，他教科での活動に生かすことができる。

	え　あわせ
ゲーム
（２～４）
工作に表す

	
	○教科書を参照しながら，カッターナイフの使い方を知る。
○窓の形，窓の開き方を考え，カッターナイフで切る。
○同じ絵が２枚一組になるように絵をかき，後ろから貼った後にかき加えたりして楽しくなるようなゲームをつくる。
○つくったもので友人と絵合わせゲームをしながら，工夫したところなどを話し合う。
	（関）カッターナイフで紙に窓をつくることに取り組もうとしている。
（想）窓の中に見えると楽しいものや，面白い窓の形を考えている。
（技）つくりたい窓の形に合わせて，カッターナイフの使い方を工夫している。
（鑑）自分や友人と絵合わせゲームをしながら，工夫したところやよさに気付いている。
◎（想）楽しくなるような窓の形を考えたり，窓を開いたら見えるものの組合せなどを考えている。
◎（技）楽しく絵合わせゲームができるような窓の形や開き方，周りの装飾などを工夫している。
	教師：色画用紙，画用紙，色紙，カッターナイフ，カッターマット　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，色鉛筆，のり　など
	

	p.28・29
おもいでを
かたちに
（２～４）
立体に表す

	題材の目標：
うれしかったことや楽しかったことを思い出しながら，立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
粘土の形を変えながらうれしかったことや楽しかったことを思い浮かべ，つくりたい形のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
うれしかった時や楽しかった時の様子を思い出して表すことを楽しみ，その時の気持ちを大切にする子ども。
	○友人と話をしながら，うれしかったことや楽しかったことを思い出す。
○粘土をひねり出したり，細かいところは竹串などを使ったりして形をつくる。
○友人と作品をいろいろな向きから見せ合い，互いの表したかったことや工夫について紹介し合う。
	（関）生活の中でうれしかったことや楽しかったことなどを思い出し，その時の様子を楽しく立体に表そうとしている。
（想）うれしかったことや楽しかった時の様子を基に，表したいことを考えている。
（技）うれしかったことや楽しかったことの様子が表れるように，形のつくり方を工夫している。
（鑑）作品をいろいろな角度から見て，互いの工夫したところや表したかったことを感じ取っている。
◎（想）楽しかった時やうれしかった時の周りの様子も思い出しながら，どのように表すか考えている。
	教師・児童：粘土板
など
教師：土粘土，竹ぐし
など
児童：油粘土，粘土べら，雑巾　など
	他教科等との関連：
生活科の家族単元，学校行事など児童の生活の中の様々な経験が発想のきっかけとなる。大きなイベントだけでなく，日常のちょっとしたことにも目を向けるようにしたい。

	p.30・31
見て　見て
おはなし
（４～６）
絵に表す

	題材の目標：
物語の好きな場面を選び，想像を広げて絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
物語の好きな場面を想像しながら形や色をとらえ，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
物語の場面を思い浮かべることを楽しみながら，絵に表してさらに想像を広げていこうとする子ども。
	○物語を聞いたり読んだりして，好きなところを思い浮かべる。
○物語のどこが好きかを発表し合う。
○絵に表したい場面を見付けて，その場面を想像しながらかく。
○自分や友人がかいた絵を見て，好きな場面について話し合う。
	（関）物語を聞いたり読んだりして，好きな場面をかくことを楽しもうとしている。
（想）想像力を働かせ，好きな場面を見付けたり考えたりしている。
（技）かきたい場面の様子がわかるように工夫して表している。
（鑑）自分や友人がかいた絵を見て，好きな場面について話し合い，楽しさを感じている。
◎（技）かきたい場面になるように，かくものの位置や材料・用具の使い方を工夫している。
	教師：画用紙，色画用紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「３-（３）美しいものに触れ，すがすがしい心をもつ。」と関連が深い。物語に触れ，素直に感動し，その思いも含めて絵に表すようにしたい。
他教科等との関連：
国語科との関連が深い題材である。学習指導要領では言語活動例として物語を読んで書きかえるなどの事例が示されているが，絵に表すことによってより想像を広げることができる。

	p.32・33
すてきな　もの　いっぱい
（２～４）
鑑賞する
	題材の目標：
身近な材料の形や色の面白さに気付き，それらを並べたり組み合わせたりして楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
身近な材料の形や色をとらえ，すてきな見せ方をイメージする。
育てたい子どもの姿：
身近なものによさや面白さを感じ取り，自分の思いや感覚を生かした活動をする子ども。
	○集めた材料を友人と見せ合ったり，触ったり匂いをかいだりして，体全体を使って鑑賞する。
○気に入った材料を空き箱や手づくりの入れ物などに並べたり飾ったりする。
○よりすてきに見えるように並べ方や飾り方を工夫する。
○できた作品に題名を付けて，工夫したところや感想などを書き，友人と作品を紹介し合う。
	（関）材料を見たり触ったりしながら，材料の感じや面白さを味わおうとしている。
（想）感覚を働かせて，集めた材料の形や色を基に，見せ方を考えている。
（技）自分の思いに合わせて，集めた材料の飾り方や箱の仕切りなどを工夫している。
（鑑）自分や友人の選んだ材料の形や色の面白さを感じている。
◎（鑑）友人と互いの作品を見せ合いながら，材料の感じや見せ方の工夫について話し合っている。
	教師・児童：小石・松ぼっくり・ビーズ・ペットボトルキャップ・レース・布・ビー玉・貝殻・葉・クリップなどの身辺材，空き箱，新聞紙
など
	道徳との関連：
「１-（１）健康や安全に気を付け，物や金銭を大切にし，身の回りを整え，わがままをしないで，規則正しい生活をする。」
「３-（３）美しいものに触れ，すがすがしい心をもつ。」などと関連が深い。身の回りの材料には自然材も含まれ，それらのもつ面白さなどに気付くことで自然に対しての思いが深まる。また，集めた材料をより楽しく見せるために並べる活動には児童なりの秩序が存在していることに十分留意したい。

	p.34・35
はさみの
あーと
（１～２）
絵に表す
	題材の目標：
白い紙をはさみでどんどん切ることを楽しみながら表したいことを見付け，置き方や並べ方を工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
はさみで切った形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
偶然できた形に面白さを見出し，発想を広げて自分の表現につなげる子ども。
	〇はさみで思いのままにどんどん切ることを楽しむ。
〇切った形を基に，表したいことを見付け，のりで貼る。
〇作品を見せ合いながら，自分たちの表した形のよさや面白さを感じる。
	（関）はさみを使って思いのままに表すことを楽しもうとしている。
（想）はさみで紙を切りながら生まれた形を基に，表したいことを見付けている。
（技）表したいことを表すために，はさみの使い方や並べ方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品から，形のよさや面白さを感じている。
◎（技）はさみを思いのままに動かしながらできる形の特徴をとらえ，思うような形になるようにはさみの使い方を工夫している。
	教師：白画用紙（正方形，長方形など小さめで様々な大きさ・形のもの），黒画用紙（四切）　など
児童：はさみ，のり
など
	他の題材との関連：
白と黒のみを使って表す活動は，３・４下p.46・47「ほってすって見つけて」（絵に表す）における木版画へとつながる。また，何度も並べかえながら自分が気に入る構成を見付けることは，広く今後の活動につながる。

	p.36・37
だんだん
だんボール
（１～２）
造形遊びをする
	題材の目標：
開いた段ボール箱を立てたり，つないだり，囲んだりして，思い付いたことを試しながら材料や友人とかかわり合って楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
段ボールに働きかけ，形を変えていくことを楽しみながら，形をイメージする。
育てたい子どもの姿：
体全体を使って大きな材料に働きかけ，試しながら思い付いた活動を意欲的に展開する子ども。
	○開いた段ボール箱を立たせたり，接着テープでつないで，囲んだり覆ったりして形づくる活動に興味をもつ。
○思い付いたことを試したり，つくり方を工夫したりして，造形活動を展開しながら自分のイメージを広げ，形にして楽しむ。
○自分が気に入ったところをデジタルカメラで撮影してもらい，活動場所を元のようにきれいにする。
	（関）体全体を使って，大きな段ボールの特徴を感じながら，広い空間で活動することを楽しもうとしている。
（想）開いた段ボール箱の形や，並べたりつないだりした形から自分がしたいことを思い付いたり考えたりしている。
（技）段ボールをテープで接着してつないだり，用具を用いて切ったり穴をあけたりして，つくり方を工夫している。
（鑑）友人に話したり，友人から聞いたりして，大きな段ボールで形づくる楽しさや活動の面白さを感じている。
◎（関）段ボールの中に入ったり開いて大きさを確かめたりして，特徴を体全体で感じ取り，広い空間で活動することを楽しもうとしている。
	教師・児童：段ボール　など
教師：段ボールカッター，クラフトテープ，カラー粘着テープ，デジタルカメラ　など
児童：クレヨン・パス
など
	他の題材との関連：
３・４上p.28・29「クミクミックス」（造形遊びをする），３・４下p.22・23「ゆめのまちへようこそ」（立体に表す）へつながる題材。段ボールという材料に十分に触れながらその特徴を知ることは，工作の題材へもつながる。

	p.38
わくわく　すごろく
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
お話や出来事がつながる楽しいすごろくを，身近な材料や用具を使ってつくる。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな材料の形や色をとらえ，すごろくのお話や仕組みのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分なりの工夫で面白く遊べるものをつくり，友人と一緒に楽しもうとする子ども。
	○すごろくの遊び方を話し合ったり，つくる方法を知ったりして，楽しいすごろくになるお話や出来事，場面などを考える。
○材料や方法を考えながら，お話や出来事の場面を表し，それらの並べ方やつなぎ方を工夫してコースをつくったり，コースの周りを飾ったりする。
○できたすごろくを使って友人と遊び，すごろくの場面やコースの表し方の楽しさや面白さについて話し合ったりする。
	（関）お話や出来事，形がつながる遊ぶと楽しいすごろくをつくることに取り組もうとしている。
（想）お話や出来事を表す形や色，ゴールまでのつながりなどを考えたり，つくりながら思い付いたりしている。
（技）手を働かせながら材料や用具を使い，お話や出来事の表し方や飾り方など，すごろくのつくり方を工夫している。
（鑑）見る，触る，遊んでみるなどしながら，お話や出来事の表し方の面白さやゲームの楽しさに気付いている。
◎（想）お話や出来事の続きを想像したり，コースを面白く変化させたりするなど，ゲームが楽しくなることを考えている。
◎（技）お話や出来事に合った表し方や飾り方など，材料や用具を生かした工夫をしている。
	教師：画用紙，模造紙，段ボール箱，色紙，共同絵の具，紙粘土，身辺材，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤
など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「２-（３）友達と仲よくし，助け合う。」と関連が深い。
他教科等との関連：
生活科のおもちゃづくりや秋祭りなどとも関連を図ることができる。つくったすごろくで他学年の児童や幼稚園，保育所などの幼児，地域の人と遊ぶこともでき，様々な活動に広げることができる。

	p.39
ときめき　コンサート
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
叩いたり，弾いたり，振ったりして音が鳴るものを身近な材料を使ってつくる。
〔共通事項〕との関連：
音が鳴る仕組みや音の感じから形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分なりの工夫で音が鳴るものをつくり，友人と一緒に楽しもうとする子ども。
	○集めた材料から，どんな仕組みでどんな音が鳴りそうか，試したり話し合ったりする。
○つくる楽器の仕組み，形や色，飾りなどを考える。
○材料の形や大きさ，色などを選び，実際に音を出して試しながら，音が出る仕組みや楽器の形や色，飾りを工夫しながらつくる。
○つくったもので演奏会をしたり，互いに見せ合ったりして，作品の音や形，色や飾りなどの楽しさや面白さについて話し合う。
	（関）音が鳴る材料や仕組みを基に，楽しい音が鳴るものをつくることに取り組もうとしている。
（想）叩く，弾く，振る，こするなどすると音が鳴る材料や仕組みから，つくりたいものを思い付いている。
（技）音の鳴らし方を試しながら，材料の使い方や飾り方などを工夫している。
（鑑）見たり，音を鳴らしたりしながら，作品の形や色，音が鳴るもののイメージなどを感じている。
◎（技）音が出る仕組みや形，色をいろいろ工夫しながら，音のイメージに合わせて材料・用具の使い方を工夫している。
◎（鑑）友人とともに音を出して演奏することの楽しさや，作品の形や色，イメージなどの楽しさや面白さを感じ取っている。
	教師・児童：空き箱，空き容器，トイレットペーパーなどの芯，包装紙，セロハンテープ，身辺材　など
教師：色画用紙，輪ゴム，ビニルテープ，色紙，割りばし，木工用接着剤　など
児童：はさみ，のり
など
	他教科等との関連：
音楽科における「音遊び」や生活科の活動，学習発表会などとの関連を図ることができる。相互に関連付けながら，材料による音の違いや，音から発想した装飾などをつくることも考えられる。

	p.40・41
つないで　つるして
つないで
（１～２）
造形遊びをする
	題材の目標：
切ったり破いたりして細長くした紙を友人と協力しながらつないだりつるしたりしてつくる。
〔共通事項〕との関連：
細長い紙をつないだりつるしたりしてできる形や，つなぐ紙の形や色をとらえて，自分のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分で工夫したり，友人とつながったりして新しい形が生まれることに喜びを感じ，協力しながら新しいことをつくりだそうとする子ども。
	○紙を細長く破いたり切ったりする。
○破いたり切ったりした紙を，のりやテープを使ってつないでいく。
○友人とつながったり協力したりしながら，つなぎ方やつないでできる形を工夫する。
○つないでできた形を見て回り，面白さを感じる。
	（関）紙を細長く破いたり切ったりして，つないでいくことを楽しもうとしている。
（想）紙をつなぎながら，どのようにつなぐと面白いかを考えている。
（技）思いに合わせて紙のつなぎ方を工夫している。
（鑑）つないでできた形を友人と見せ合って面白さを感じている。
◎（技）場所にあるものや，友人がつないでつくった形を生かしてつなぎ方を工夫している。
	教師・児童：包装紙，新聞紙，広告紙，セロハンテープ　など
児童：はさみ，のり
など
	道徳との関連：
「２-（３）友達と仲よくし，助け合う。」
「４-（４）先生を敬愛し，学校の人々に親しんで，学級や学校の生活を楽しくする。」などと関連が深い。友人とつなげていくことで活動が広がるということに気付いたり，教室を飾ることで学級の生活が楽しくなったりするという経験を踏まえて，道徳の指導に生かしたい。

	つるして
（１～２）
造形遊びをする
	
	○紙を細長く破いたり切ったりする。
○破いたり切ったりした紙を，どんどんつるしてつないでいく。
○友人とつながったり協力したりしながら，つるしたりつないだりしてできる形を工夫する。
○つないでできた形を見て回り，面白さを感じる。
	（関）紙を細長く破いたり切ったりして，つるしていくことを楽しもうとしている。
（想）紙をつるしながら，どのようにつるすと面白いかを考えている。
（技）思いに合わせて紙のつるし方やつなぎ方を工夫している。
（鑑）つるしてできた形を友人と見せ合って面白さを感じ，話し合っている。
◎（技）場所にあるものや，友人がつないでつくった形を生かして，つるし方やつなぎ方を工夫している。
	教師・児童：包装紙，新聞紙，広告紙，セロハンテープ　など
教師：牛乳パック，ロープ，PPひも　など
児童：はさみ，のり
など
	

	p.42・43
ストローで
こんにちは
（２～６）
工作に表す
	題材の目標：
ストローを組み合わせてつくった動く仕組みを基に，思い付いた動くおもちゃをつくる。
〔共通事項〕との関連：
ストローで動く仕組みから想像したことの形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
仕組みを生かしたり，いろいろなものに見立てたりして面白い動きになるように工夫することを楽しむ子ども。
	○教科書を見て，ストローを組み合わせてできる仕組みや動きに興味をもち，基本の仕組みをつくる。
○ストローの動く仕組みを工夫してできるいろいろな動きや，それを生かしたおもちゃを考える。
○身近な材料などを使って，つくりたいおもちゃになるようにつくる。
○できた作品や動くおもちゃを発表し合い，よさや面白さを伝え合う。
	（関）ストローを組み合わせた仕組みを使って，動くおもちゃをつくることに取り組もうとしている。
（想）ストローを動かしながら，動く仕組みについて理解し，動く楽しいものを考えている。
（技）思い付いた形になるように材料や用具の使い方を工夫している。
（鑑）ストローの動きの楽しさや，友人の作品の面白さに気付いている。
◎（想）ストローを動かしながら，動く仕組みについて理解し，いろいろなものに見立てながら面白い動きになるものをつくろうと考えている。
	教師・児童：毛糸，モール，セロハンテープ　など
教師：ストロー（太いものと細いものの２種類），紙コップ，色画用紙，色紙，きり　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
生活科のおもちゃづくりとの関連が深い。また，動く仕組みを自分でつくり動かすことは，ものづくり教育への関心や意欲を高めることになる。

	p.44・45
ともだち　ハウス
（２～６）
立体に表す
	題材の目標：
空き箱などの身近な材料を使って，小さな「友だち」が喜ぶ家を想像して立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
身近な材料の形や色をとらえ，小さな「友だち」の家のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
「友だち」が喜ぶ姿を想像しながら，いろいろな材料の組合せ方を試して家をつくっていく子ども。
	○小石やペットボトルキャップなどの材料で小さな「友だち」をつくる。
○「友だち」が楽しく過ごすことができる家を考え，材料を工夫して家づくりをする。
○家の形だけでなく，遊び場など「友だち」が欲しいと思うものを想像を広げてつくる。
○できた作品について，「友だち」と一緒に遊びながら，つくった家の様子や工夫などを友人と話し合う。
	（関）「友だち」の生活の様子を想像し，家をつくることを楽しもうとしている。
（想）空き箱などの材料を基に，「友だち」に合った家の形や色を思い付いている。
（技）つくりたい家に合わせて材料の組合せ方を工夫している。
（鑑）友人と見せ合いながら，できた作品の楽しさや面白さを見付けている。
◎（想）「友だち」の気持ちを思い浮かべ，楽しく過ごせるように家の中や周りの様子も考えている。
◎（技）「友だち」の形や大きさに合わせて材料を組み合わせ，工夫している。
	教師・児童：空き箱，身辺材，セロハンテープ　など
教師：小石や貝殻・コルク・ペットボトルキャップなどの小さな「友だち」となるもの，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「２-（３）友達と仲よくし，助け合う。」と関連が深い。ここでは小石やペットボトルキャップなどを「友だち」として扱うが，低学年の児童にとっては大切な「友だち」であり，「友だち」のための家をつくるということに強い関心を示す。この活動での経験を，道徳の指導に生かすことができる。

	p.46・47
たのしく　うつして
かたがみを
つくって
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
紙を切ったり貼り重ねたりして簡単な版をつくり，表したいことを版に表す。
〔共通事項〕との関連：
型紙や版で写したものの形や色をとらえ，それを基に表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
版の技法の面白さを感じ取り，それを生かして自分なりの表し方を工夫して楽しむ子ども。
	○教科書を見て，型紙（ステンシル版）のつくり方や刷り方を理解する。
○どんなことを表すかを考え，型紙をつくる。
○型紙を置く位置を考えたり，どんな色を使ってローラーで刷るか考えたりしながら工夫して表す。
○必要に応じて他の材料を使って，貼り足したりかき加えたりして表す。
○友人と作品を見せ合い，工夫した点を話し合う。
	（関）型紙とローラーを使って表すことを楽しもうとしている。
（想）ステンシル版の表し方を知り，何をどのように表すか考えている。
（技）ステンシル版の表し方を用いて，型紙の置き方やローラーの使い方を工夫している。
（鑑）できた作品を見せ合い，自分や友人の作品のよさや面白さに気付いている。
◎（想）ステンシル版の特徴を生かした形や色をイメージし，表したいものを考えている。
◎（技）型紙を置く場所を変えると感じが変わることを知り，型紙の配置を工夫している。
	教師・児童：新聞紙
など
教師：版画用紙，画用紙，共同絵の具，カッターナイフ，カッターマット，ローラー，版画用具一式 など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他の題材との関連：
３・４上p.48・49「いろいろうつして」（絵に表す）や木版画などにつながる題材である。版の特徴を生かしながら表す経験を段階的に体験させる最初の題材である。

	かみはんを
つくって
（４～６）
絵に表す
	
	○教科書を見て，紙版のつくり方や刷り方を理解する。
○どんなことを紙版に表すか考え，基になる大まかな版の形をつくる。
○細かな部分をつくり，基になる版に貼り重ねる。
○版を置く位置を考えて，思ったような版画になるように刷る。
＊２枚目を刷る時には，版の置き方を変えてもよい。
○友人と作品を見せ合い，工夫した点を話し合う。
	（関）紙を切ったり貼り重ねたりして版をつくり，紙版に表すことを楽しもうとしている。
（想）紙版の表し方を知り，どのように表すか考えている。
（技）表したいことに合わせて，版のつくり方を工夫している。
（鑑）できた作品を見せ合い，自分や友人の作品の面白さに気付いている。
◎（想）紙版の特徴を生かした形や色をイメージし，表したいものを考えている。
◎（技）版を置く位置を変えると感じが変わることを知り，版の配置を工夫している。
	教師・児童：新聞紙
など
教師：版画用紙，画用紙，共同絵の具，カッターナイフ，カッターマット，ローラー，版画用具一式 など
児童：はさみ，のり
など
	

	p.48・49
ともだち　見つけた！
虫めがねで
（１～６）
鑑賞する
	題材の目標：
顔に見える形を探す活動を楽しみながら，身の回りにあるものに注目し，簡単なスケッチや絵に表し，友人に紹介する。
〔共通事項〕との関連：
身の回りのものの形や色をとらえ，隠れている「友だち」のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分の身の回りに関心をもち，見方を変えると新たな発見ができることを楽しみ，その面白さを伝え合おうとする子ども。
	〇教科書を参考に，身の回りにある物をよく見ると顔に見える形があることに関心をもつ。
〇よく見るためのアイテムとして虫眼鏡を使い，植物や造形物などから「友だち（の顔）」に見える部分を見付けることを楽しむ。
〇見付けた形の特徴や，よさや面白さを伝え合う。
〇見付けた形をスケッチするなどして表し，かいたものを並べて友人と話し合う。
	（関）身の回りにある物に関心をもち，顔のような形を見付ける活動を楽しもうとしている。
（想）顔に見える形を見付けることを楽しみながら，どのように表すか考えている。
（技）見付けた「友だち」の特徴をとらえ絵に表すために，材料や用具の使い方を工夫している。
（鑑）自分で見付けた「友だち」のよさや面白さを絵やスケッチに表し，伝え合いながら感じ取っている。
◎（鑑）自分で見付けた「友だち」の特徴や感じたことを表した絵やスケッチを見ながら話し合っている。
	教師：虫眼鏡，画用紙，色画用紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，色鉛筆，はさみ，のり　など
	他教科との関連：
生活科や中学年の理科との関連が考えられる。顔を見付けるという行為は造形的だがそのことを通して自然に親しみ，興味や関心を高めることができる。

	つくった　カメラで
（１～６）
鑑賞する
	
	〇色画用紙でカメラをつくり，のぞき穴から植物や造形物などの形をフレームで切り取り，「友だち（の顔）」に見える部分を見付けることを楽しむ。
〇見付けた形を小さな画用紙にスケッチするなどして，伝え合う。
〇見付けた形を表したスケッチや絵を並べ，友人と話し合う。かき足しながらよさや面白さを感じ取る。
	（関）身の回りにある物に関心をもち，つくったカメラを使って顔のような形を見付ける活動を楽しんでいる。
（想）顔に見える形を見付けることを楽しみながら，どのように表すか考えている。
（技）見付けた「友だち」の特徴をとらえ絵に表すために，材料や用具の使い方を工夫している。
（鑑）自分で見付けた「友だち」を絵やスケッチに表し，よさや面白さを感じ取っている。
◎（鑑）自分で見付けた「友だち」の特徴や感じたことを表した絵やスケッチを見ながら話し合い，よさや面白さを味わっている。
	教師：画用紙，色画用紙，ひも，千枚通し（カメラののぞき穴をあけるため），共同絵の具
など
児童：クレヨン・パス，サインペン，色鉛筆，はさみ，のり　など
	


授業以外のページ
	ページ
題材名
	掲載内容
	ページの活用方法

	p.2～4
オリエンテーション
たのしいな おもしろいな
	オリエンテーションは，この学年の児童が1年間の活動を見通すことができるように設定している。様々な活動において発想や構想を広げ，創造的な技能を発揮し，友人と作品を見せ合い，感性を働かせながらつくりだす喜びを味わっている姿を掲載している。
「たのしいな おもしろいな」という言葉には，体全体を使って表すことを楽しみ，様々な表し方があることの面白さに気付きながら活動してほしいという願いを込めている。
	学年の最初や関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.6・7
きょうかしょ びじゅつかん
たのしい かたちや いろの
せかい
	児童が様々な楽しい形や色があることを知り，表現や鑑賞の活動に生かすことができるように設定した。
動物や植物などをモチーフとした，児童に親しみやすい作家作品を中心に掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.50・51
ぞうけいの もり
みて・かんじて・かんがえる
花や 草と なかよし
	児童が図版を眺め，形や色から自由にイメージを広げていくことで想像する楽しさを体験し，表現への意欲をもてるように設定した。
児童にとって身近ないろいろな植物の図版を掲載することで形や色の面白さに気付いたり，表現に生かしたりすることができるように構成している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.52～57
つかって みよう
ざいりょうと ようぐ
	自分のイメージを表すため，材料や用具の特徴について知り，安全で適切な扱い方を身に付けられるように設定した。学習指導要領に示された材料や用具を中心に掲載している。
カッターナイフの使い方，段ボールカッターの使い方と段ボール紙の特性，ホチキス，液体粘土，ひもの結び方，接着剤の種類と使い方，紙版，素焼き，紙の特性などについて掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。


















